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５ 都市計画道路網の長期的なあり方と整備方針 

 

（１）都市計画道路網の長期的なあり方 

都市計画道路網の現状、環境の変化及び課題を踏まえ、概ね20年後（＊）の

都市構造に対応した「都市計画道路網の長期的なあり方」は、以下の４項目であ

る。（図５－１、２） 

また、これを実現するための骨格的な交通軸のイメージを図５－３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５－１ 都市計画道路網の長期的なあり方 
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③環境に配慮し、潤

いと魅力に満ちた

都市づくりを目指

す 

④効率的・効果的な

都市づくりを目指

す 

産業構造の転換と東九州・西瀬戸地域の中核都市として

物流を支援する骨格形成を図るため、放射・環状軸及び物

流動線などの機能を明確にし、道路ネットワークを構築す

る。 

バスやタクシーなどの公共交通機関が利用しやすく、歩

行者や自転車が安全で快適に移動できる道路環境を整備す

るとともに、災害・緊急時の対応に配慮した道路ネット

ワークを構築する。 

自動車交通による環境負荷を軽減するとともに、市民は

もちろん観光客等にも便利でわかりやすく、渋滞がなく移

動時間の短縮が図られる道路ネットワークを構築する。 

高い投資効果を確保するため、既存の社会ストックを有

効に活用し、効率的・効果的な道路ネットワークを構築す

る。 

 

 都市計画道路は、「北九州市都市計画マスタープラン」の将来都市構造に対応する都市施

設であることから、同プランと同じ概ね２０年後を目標年次として計画を行うべきである。

 ただし、事業スタミナが限られることから、中には概ね２０年以内の事業着手が困難とな

る路線が発生することも考えられる。これは、新たな長期未着手路線となる可能性があるの

で、都市計画決定に当たっては、その必要性や効果、実現可能性とともに、都市計画決定の

時期、建築制限に関する規制緩和等の対応について、十分な検討を行う必要がある。 

＊概ね20年後（目標年次） 
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▲図５－２ 都市計画道路網の課題と道路網の長期的なあり方との対応 

①まちづくりの方向性との整合 

③公共交通と連携した道路計画の構築 

④長期未着手の都市計画道路における

建築制限への対応 

⑤新道路構造令への対応 

⑥投資効果を踏まえた効率的な道路整

備の促進 

②道路網の適正な機能分化 

  ＜放射・環状軸の構築（明確化）＞ 

  ＜産業交通と日常交通の分化に 

着目したネットワークの構築＞ 

＜都市計画道路網の課題＞ 

→図４－１参照 

①物流を支援し活力あふれる都市

づくりを目指す 

②質を重視し安全・安心な都市づ

くりを目指す 

③環境に配慮し、潤いと魅力に満

ちた都市づくりを目指す 

④効率的・効果的な都市づくりを

目指す 

＜道路網の長期的なあり方＞

→図５－１参照 
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注）都市計画道路以外の道路も含む

▲図５－３　骨格的な将来交通軸のイメージ
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（２）都市計画道路網の整備方針 

整備方針の検討にあたり、「都市計画道路網の長期的なあり方」に基づき設定

する評価指標（以下「※再編検討の評価指標」という）と、未着手路線を除く都

市計画道路及び都市計画道路以外の主要な道路で構成する道路網（以下「基本道

路網」という）を照らし合わせ、評価指標を満足しない区間（以下「問題区間」

という）を検討したところ、図５－４、５に示すような課題が抽出された。 

このような課題を解決するための都市計画道路網の整備方針として、以下の５

つの方針が考えられる。 

 

▼表５－１ 道路網整備方針（案） 

 

 

 

 

 

 

今後、具体的な再編検討にあたっては、最新の都市交通調査結果などに基づ

き、さらに詳細な検討を進め、まちづくりの視点に立った道路網整備方針を見極

めながら進める必要がある。 

 

▼表５－２ 再編検討の評価指標 

道路網の長期的なあり方 評価指標 

①物流を支援し活力あふれる

都市づくりを目指す 

・時間距離圏域(面積) 

・時間距離圏域(人口) 

・旅行速度 

・混雑度 

・都市内拠点と幹線道路との連絡性 

・骨格道路網の構成度合い 

・放射、環状網の構成度合い 

・大型車の交通流動 

②質を重視し安全・安心な都

市づくりを目指す 

・バス路線の旅行速度 

・都市計画道路と駅前広場の結節度合い 

③環境に配慮し、潤いと魅力

に満ちた都市づくりを目指

す 

・交通公害の低減 

④効率的・効果的な都市づく

りを目指す 

・既存ストックの有効活用の度合い 

 

道路網整備方針

（案） 

 

 

[方針１] 中心市街地における放射・環状網の形成 

[方針２] 次世代産業拠点や研究開発拠点などへのアクセス強化 

[方針３] 混雑が著しい区間の解消 

[方針４] 主要交通軸におけるわかりやすい骨格道路網の形成 

[方針５] 地域特性や財政事情に配慮した道路整備の推進 

 

→再編検討 

 の視点 
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▲図５－４ 基本道路網における課題と道路網整備方針（案）との対応 

＜道路網の長期的なあり方＞ 

①物流を支援し活力あふれる

都市づくりを目指す 

②質を重視し安全・安心な都

市づくりを目指す 

③環境に配慮し、潤いと魅力

に満ちた都市づくりを目指

す 

④効率的・効果的な都市づく

りを目指す 

・産業拠点や学研都市へのアクセス向上（門司、東田等）[２] 
・都心部、副都心部等における放射、環状軸の形成   [１] 
・都市内交通円滑化の推進（門司、篠崎、中間等）   [３] 
・わかりやすい骨格道路網の形成(都心～黒崎、戸畑等) [４] 

・公共交通のサービス向上（小倉、黒崎等）      [１] 
・歩行者、自転車にも配慮した安全な道づくり     [５] 
・道路の適正な配置               [４] [５]

・都市環境にも配慮した道づくり         [３][５] 
・観光客にもわかりやすい道づくり          [４] 

・既存ストックの有効活用（現況道路、臨港道路等）  [５] 
・事業評価に基づく道路事業の実施          [５] 
 

注：【 】は方針１～５との対応を示す
 

＜基本道路網における課題＞ 

 

道路網整備方針

（案） 

 

 

[方針１] 中心市街地における放射・環状網の形成 

[方針２] 次世代産業拠点や研究開発拠点などへのアクセス強化 

[方針３] 混雑が著しい区間の解消 

[方針４] 主要交通軸におけるわかりやすい骨格道路網の形成 

[方針５] 地域特性や財政事情に配慮した道路整備の推進 

 

→再編検討 

 の視点 
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▲図５－５　基本道路網について抽出された課題

道路網整備方針 凡　例
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な　し

15

注）白抜き矢印は市域外にわたるものを
　　示す。
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